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論 文 内 容 要 旨
情動的な情報 はそうでない日常的な情報よりも良 く記憶に残 ることが知 られている。これまで
の脳機能画像法 による研究により,情 動的な記憶の増強は情動関連領域である扁桃体 と,記 憶関
連領域である海馬の相互作用によって起こることが示されている。一方,報 酬への欲求 も学習や
記憶を促進することが知 られている。先行研究からは,報 酬による記憶の促進には報酬関連領域
である中脳被蓋 ・側坐核 ・前頭葉眼窩部 と,記 憶関連領域である海馬が関わ っていることが示 さ
れている。 しか し,こ れまで情動による記憶の増強と報酬による記憶の増強の研究 は別々に行わ
れており,両 方の影響が同時に存在する状況下でそれらが記憶にどのような影響を与えるのかに
ついてはほとんど明 らかにされていない。本研究では,不 快情動 と金銭的な報酬が記憶の記銘に
どのような影響を与えるのかを,H,'50を 用いた陽電子断層撮像法(positronemissiontomo-
graphy:PET)に よる脳機能画像データか ら検討 した。PETに よる撮像 中に被験者は,学 習す
る写真の情動的価値(不 快情動 ・中性情動)と,後 の再認課題で得 られる報酬の量(高 報酬 ・低
報酬)に よって構成され る4種 類の記銘課題において,呈 示された写真を覚えるよう教示された。
記銘課題の約24時 間後に行われた再認課題では,被 験者は記銘課題で呈示 された写真 とされな
かった写真を呈示 され,そ れ らの写真が記銘課題で覚えた ものかどうかの判断を行 った。記憶成
績 について,情 動(不 快情動 ・中性情動)と 報酬(高 報酬 ・低報酬)の2つ を要因 とした分散分
析を行った結果,情 動(不 快情動〉中性情動)と 報酬(高 報酬〉低報酬)の 主効果が認め られた
が,交 互作用 は認められなかった。脳機能画像データでは,情 動の効果 として左扁桃体が,報 酬
の効果として左前頭葉眼窩部が,情 動と報酬の両方の効果がみ られる領域 として右海馬の賦活が
同定 された。 これ らの研究結果から,情 動によって扁桃体が,報 酬 によって前頭葉眼窩部が賦活
し,そ れ らの記憶に対する増強効果は海馬で統合され ることが示唆 された。
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審 査 結 果 の 要 旨
情動 的 な情報 はそ うでな い日常的 な情報 よ りも良 く記憶 に残 ることが知 られ てい る。 これまで
の脳機 能画像法 を用 いた研究か ら,情 動的 な記憶 の増強 は,情 動 関連 領域 で あ る扁 桃体 と記憶 関
連領域 で あ る海 馬 の相 互作用 によって起 こる ことが示 され てい る。一 方,報 酬 への欲求 も学習 や
記憶 を促進 す る ことが知 られて いる。先行研究 か らは,報 酬 に よる記 憶 の促進 には報酬 関連領域
で ある中脳被蓋 ・側 坐核 ・前頭葉眼窩部 と,記 憶 関連領域で あ る海 馬が 関わ ってい る ことが示 さ
れて い る。 しか し,こ れ まで情動 による記憶 の増強 と報酬 によ る記憶 の増 強の研 究 は別 々に行 わ
れて お り,両 方 の影響 が同時 に存在す る状況下 でそれ らが記憶 に どの よ うな影響 を与 え るのかに
つ いては ほ とん ど明 らか にされて いない。本研究 は,不 快情動 と金銭 的 な報 酬 が記憶 の記銘 に ど
の よ うな影 響 を与 え るの か を,陽 電 子断 層 撮 像 法(positronemissiontomography,以 下
PET)を 用 いて検 討 した ものであ る。
この研 究 では被験者 に情 動的価 値(不 快 ・中性)と,後 の再認 で成 功報酬 の量(高 ・低)が 異
な る写 真 を覚え る課題 を遂行 中 にPET撮 像 を行 った。24時 間後 に再認 を行 い呈示 され た ものか
どうかを 同定 させ た。 記憶成績 につ いて,情 動(不 快 ・中性)と 報酬(高 ・低)の2つ を要 因 と
した分散 分析 を行 った結果,情 動(不 快 〉中性)と 報酬(高 〉低)の 主効 果が認 め られ たが,交
互作用 は認 め られなか った。PETデ ー タで は,情 動 の効果 と して左 扁桃体 の賦 活,報 酬 の効果
と して左 前頭葉 眼窩部 の賦 活,情 動 と報酬の両方 の効 果がみ られ る領 域 と して右海 馬の賦活 が同
定 され た。
本研 究 は,情 動 によ って扁桃体 が,報 酬 によ って前 頭葉眼窩部 が賦 活 し,そ れ らの記憶 に対す
る増 強効 果 は海 馬 で統合 され る ことを示 した もので,ヒ トの出来事 記憶(episodicmemory)
に情動 と報酬 が与 え る影響 の脳内機構 を解明す る上 で重要な示 唆を与 え るもの であ る。 よ って,
本論文 は博士(障 害科 学)の 学位 論文 と して合格 と認 め る。
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